
 気を付けて！ 投資話で高額被害相次ぐ！

『今だけお安い！』や『お試し価格』・・・

　 それは定期購入かも…
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【事 例①】

昨年７月、ＳＮＳで知り合った人物から”うそ”のＦＸ投資を持ちかけられ、昨年１２月までに１９回

にわたって、合わせておおよそ８，１００万円を振り込みました。その後、「お金を引き出すには税金

がかかる」などといわれたことから不審に思い、詐欺被害に気が付いた。

５０代・男性

【事 例②】

フェイスブックで女性と知り合い、その後ＬＩＮＥで交流。女性から「金の取引で儲かる話がある。

私のおじさんが投資に詳しいから教える」などと言われ、指定された複数の個人名義の８口座に合計９

９０万円を振り込んだ。女性の指示通り携帯電話にアプリをダウンロード、その画面に表示される数字

を信用してしまった。出金しようとした際に更に金銭を要求されたため、おかしいと思い、詐欺被害に

気が付いた。

６０代・男性

安さを強調した広告にひかれて申し込んだところ、実は一定期間継続して購入する

「定期購入」の契約だったーー。そんなネット通販のトラブルが年齢問わず増加しています。

★ネット通販では注文確定前に必ず▶・注文数・値段・支払い方法・返品特約や解約条件な

どを確認してください

※「安いから」と気軽に注文するのは⚠ 危険⚠です。

⚠ ＳＮＳなどを通じて知らない人から投資話を持ち掛けられても信用せず、

不審に感じたら、警察の相談専用窓口 「＃９１１０」 に連絡するように！



相 談 事 例 （稚内市消費者センター）

【 相談事例 】

2ヶ月ほど前にインターネットで『今日から始め

る副業』という広告を目にした。興味がわきサイト

に登録したかもしれない。ただ、登録料２,000円

かかるとわかり、すぐにやめたと記憶している。

今日当該サイトと思われるところから未納分の

29,600円を支払えとSMSが届いた。相手に伝

えた個人情報は、氏名と携帯電話番号だけだと

思う。どう対処したらよいか？

☆★☆ 無 料 法 律 相 談 の 活 用 を！ ☆★☆
稚内市では「無料法律相談」を毎月１回（原則、第2日曜日）実施しています。

向こう３ヶ月の【実施日】：２月１１日・３月１０日・４月１４日

◎相談時間は、午前１１時から午後３時までです。（相談時間は１人２５分）

◎相談を希望される方は、事前に申し込みが必要です。下記へご連絡願います。

◆稚内市生活福祉部生活衛生課市民生活グループ 電話（直通）： 0162 - 23 - 6413

【 対 処 】

記憶が曖昧だが、サイト登録料を支払っておら

ず、契約が成立しているとは考えにくいことから

請求に応じる必要はないと思われる。しかし、電

話番号を知られていることから、請求の電話が

掛ってくる可能性もあるので、知らない電話番号

には対応せずSNSもしばらく無視を続けて様子

を見るように。

ネット上でみた広告から誘引された副業サイトに

関するトラブルについて情報提供し、注意喚起を

行った。

◆ ネット広告には要注意！ ◆

（情報提供：国民生活センター）

このたびの令和６年能登半島地震により被災・避難された

皆さまに心よりお見舞い申し上げます。

☐避難所等の確認：位置や道順を覚えておきましょう。

☐家族の話し合い：集合場所や連絡方法を話し合っておきましょう

☐非常用持ち出し品の準備：保存状態や使用期限などを定期的に点

検しましょう。
稚内市のホームページを参照

★ 令和６年 能登半島地震に便乗した詐欺的トラブルにご注意ください ★

ー 義援金や寄附を集めるという不審な電話・訪問にご注意！ー

【事例１】 若い男性から携帯電話で「市が能登半島地震の義援金を集めている」という電話があった。

休日であったことと携帯電話からであったことから不審に思い「別で義援金を送っている」と返答した。

☛不審な電話はすぐに切り、来訪の申し出があっても断ってください。

☛公的機関が、各家庭に電話等で義援金を求める事はありません。


